
 

令和７年８月２２日 

 

小平市ヤングケアラー意識・実態調査の概要について 

 

１ 調査の目的 

ヤングケアラーの認知度及び実態を把握するとともに、必要な支援につなぐ支援体制

の構築や認知度向上の方策等の検討を行うための基礎資料とすること。 

 

２ 調査の対象 

(1) 市立小学校５年生～６年生（市内１９校：約３，５００人） 

(2) 市立中学校１年生～３年生（市内 ８校：約４，５００人） 

 

３ 調査期間（予定） 

  令和７年１０月～１１月上旬 

  

４ スケジュール 

  令和７年 ９月     学校との調整、児童等への協力依頼 

      １０月～１１月 調査の実施、回答データの収集 

      １２月～１月  回答データの集計・取りまとめ 

       ２月～３月  調査結果報告書及び概要版の作成 

       ３月下旬   調査結果報告書の公表 

 

５ 調査方法 

 ・学習用タブレット端末を活用し、原則、ＷＥＢによる回答とする。 

・ヤングケアラーを特定することを目的としていないことから、無記名方式とする。 

・紙媒体で回答を希望する児童・生徒については、紙媒体で対応する。 

  

６ 調査項目 

 (1) 基本属性 

 (2) 学校・普段の生活状況 

 (3) 家族の状況 

 (4) 悩みや困りごと 

 (5) ヤングケアラーの認知度 

※回答時間は１０分程度、設問は３０問程度を予定している。 

   

 

 

資料５ 

【担当】 

小平市こども家庭センター 

ヤングケアラー支援担当 小菊 

電話：042-346-3702 


